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錦見浩司

本将はアジア治i司の市場経済化過科をコンハクト

にまとめた概説書である。対象ととよっている国はq.,

[:E]，ベトナム，ラオス，カンボジア，モンコ；t,，カ

ザフスタン，キルギスタン．タシキスデン，ウズ／＼

キスタン， トルクメニスタン．アゼルハイシャンω

11カII］に(l)tまる。これらの｜玉iは，員十i由i経済ω粁験ti::

数や改革開始時期に多少の差はあるものの哩いずれ

も巾ー場システムの導入・確i'；：という共通の課題に耳｛

り組む移行経済であるz しかし，現状では改革ω成

果は凶ごとに異なり，経済成長（｝）＇実績にも大主など

が生じているう中l五iやベトナムω改革・開放政策か

順調な実綴をあげる伊万で，モンゴ Jl,やtj1央ア乙

ア・コーカサス諸国は， 1991年のソ連崩壊以降， 2、

激で継純白，，］ら：牛深縮小と激しいインブレ｛こは畿われ

ているりこれまでのところ， i打土"M*tl斉｛ヒ；主必、ずしも

人々に窃かな生活をもたらしているとはいえle,'.いー

アジア;l/H耳｜にみられる多様な移行過斜を凶際比較

し，その令体像をできるだけ統一！切な制点から精一ぷ

に描き出そうというのが本書の乞なけがjであるよま

す、紋もやf々 しい成功をW＜＇.めている中同について司

1978'.f以降における 4連の改革・！対話L路線のj長関そ

企業改革と倒的行由化政策｛第三収入付外開放と

1汽般投資U）減数（第；LC!）および金融己主市（第 it引

という観1.＇人から務Fjlずる（その上で令これをベンヰ

マークとして他のアジアぷ凶のLY.x車内科や実績U)J'I'

他l~試みている（第 5 市～第 8 i{i：人 3らに，修行

過料に関連する t話題として， crs，治i五iにおけるi副主

選択とり満i[I井！発プロジェクトにつLBて解泌が加え

られている（おi19 l;'i，羽i¥10:i';'iJ.

主て移行経済U)iιi際比較でiJ:，本i司令体を過し〆；：，

JOO 

一貫した視点、として，，.1：農場や企業経営への利潤動

機の導入と，2)fi函絡自由化の進み具合の 2；立が，共通

i])手工、ソクポイントになっているついうまでも伝く，

この 2つは競争市場が効率的な資源配分機能をき九

んと発揮するために最低限必要な条件であり，実際

J) 移行過程においても改革推進のi河輸の役割を担っ

ている J 手lj潤！動機の導入は通常，農土易・企業の私千f

fヒヒ契約事lj疫の改革（生産責任制の導人やソフト・

ハシヱソト心撤廃なと）という形で実施されるため司

それぞれについて検討する必要があるご A 方，価格

打点化の過程において著者が最も重視するのはー外

貨の価格｛為替レート）と金融資本の悩稿係IJ子準）

である p いずれの繊絡も‘市場（こ政府が介人しやす

しその主みの影響が経済の綿々にまで波及しやす

いという特性かあるためである t そこで。（］）外貨の

間iii場がないことと12）実質利子＇f¥が正てあることがー

移行過程の健全さを窮もよく表す指標になると主張

されるうニの慕ijl'.（こよれば，対象11カ国のうち中間

とインドシナ 3因は比較的良好な移行過程にあると

判断される〈 またモンゴル，カザフスタン。キルギ

スタンは改革に若干の遅れが目立つが. II煩当な経路

上にある。ニれlこkJしーアゼルハイシャン，ウスベ

キスタン， トルクメニスタン，タシキスタンの 4カ

f:RJU：縫うそな移行過程から外れておりー今後いくつか

ω点で政策変従が必＇2!；こ令ると診断されている。

移行経済に閉する近年の出版物｛叶文学にいとまが

ないか‘そ（｝） 多くは特定国ω移行過程に関ずる分析

か．あるいは東欧諸凶ωピソグ・パン型改革とrr1玉！
の漸進（Y.J改革との比較分析であるυ 本さのようにア

シJアt沼田の移行泊料を統一的に議論しようという試

み；土珍しいο アシアJfi凶の多様な移行過料を統壮＇ -J

iこ摘さ出す f移行料消i}）アジア・モデル」（ま架たし

てU{J：するωか。まことに興味深い問題であるこた

だし．本；1;'J）力点はあくまで待出のま見4犬をとらえる

ことにあり，本稿自＜Jな：担担論・統計分析はfj二われてい

ない y そω点、では，ニ心分野U)<H.門家にはLベぷん

す句iιりないかもしれない合これから「アジア・モデ

ル」 （））探索に踏みJれそうという }j々 に If¥U也の時池

山i」としてお薦めしたt,-・H社であるら
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